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○地方経済は非常に厳しい現況にあり、特に地場産業については、保険料を上げる事が出来る余裕のある事
業所は限られている。

○まず、「協会けんぽ」の財政状況がこれほどに厳しいことを、加入者や事業主に周知するべき。

○決算が予算と大きく変わったことにより、仮に評議会が承認したとしても、各事業主との信頼関係が築けなく
なる懸念を抱く。

○２１年度の準備金残高の多額な赤字（３，１００億円）は、将来に向けて複数年度による解消を図るべき。

○国庫補助率の引上げを担当大臣に要請しているが、国庫補助金増額の実現に際して、併せて保険料率の引
上げについても、前向きな議論が求められる。

○「協会けんぽ」が公法人化された以上、従来の延長線ではなく、自主自律の責任を前面に、①扶養認定業務
の厳格化、②不良債権の収納強化、③支払基金と「協会けんぽ」の点検業務のすみ分け明確化によるレセプ
ト点検 の厳正化・効率化及び不正請求の防止、④保険料収納の厳正化など、財務改善対策及び負担と給付
の公正性・透明性への取組みを示すべき。

１．保険料率の引上げに係る意見

保 険 料 率 に つ い て

評議員様の意見等を、集約させていただきました。
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○特定健診等は、将来の医療費抑制に重要であることは理解できるが、多額の費用を使って実施しても、加入
者の参画意識や成果が上がらない現況にある。よって、保険者が実施する保健事業は、本来の「疾病予防・
メンタルヘルス・病人の側面的支援・社会的入院の解消」等による財政健全化を目指し、特定健診等につい
ては、政策変更すべき状況にあることを提言すべき。

○県別料率については、医療費の多寡を加入者等に周知し、医療費に認識を持ってもらう事は必要で、賛成で
あるが、医療費は県別の医療環境に起因するものであり、協会けんぽ各支部の活動で大きく改善出来る問
題では無いので、大きな格差をつければ、「協会けんぽ」としての存在感やまとまりを無くす。

○２２年度の激変緩和措置に関して、特に中小零細企業が多い奈良県については、経済情勢が非常に厳しい
現況にあり、非常に重い負担を伴うので、現行措置と同じとすべき。

２．保険料率の変更時期に係る意見

○財政状況が非常に厳しく、且つ、経済情勢の変化が激しく先の情勢見通しも不透明な現況を考慮すると、予
算・決算に収入支出の整合性を持たせ、明確で透明な財務体制に改善しておく必要があると思われるので、
３月改定に変更すべき。
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１．奈良支部の独自事業について（全体概要）

１．医療費適正化対策

２．身近なサービスの提供

３．情報発信力の強化

（３）外傷点検に係る医療費適正化事業

（２）柔道整復施術療養費適正化事業

（１）返納金債権の収納強化事業

（４）２４時間電話健康相談事業

（５）奈良支部ホームページの拡充事業

設立当初の「協会けんぽ」は、遠い存在という印象が強い感があったが、被保険者等の呼称を
「加入者」に変更しました。
それを受け、支部独自事業の推進に取組み、「加入者」が奈良支部を身近に感じて頂く環境を築き、
且、その事業実施状況を毎月評議会に報告し、ご意見やご提案を頂く評議会開催体制を構築して
います。

＊補完ツールとしてメールマガジンを活用 2



（１）返納金債権（資格喪失後受診等）の収納強化事業

１．パイロットによるプロジェクト事業の目的

」｛

返納金債権は、不良債権であり、収納強化に努める必要があります。
よって、「発生防止と水際での早期収納」を構築するため、最少限の人的パワーで
実現性のあるプロジェクトチームを立上げ、返納金の発生原因に焦点を合せた水
際での発生防止、水際での早期収納を推進する。

２．プロジェクト事業イメージ

パイロット事業

資格喪失
資格
喪失後
受診

返納金
債権

承継
債権

保険証
回収

納付期限内
収納活動

未
収
債
権

水際防止大作戦

返納金残高減少サイクル

納付
期限

納付書発送
（返納依頼）
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（毎月１０日発送）
（毎月末日締め）

（定期的な納付書発送による督促）



平成２０年１０月１日 平成２０年１０月～平成２１年９月
平成２１年９月３０日
現在

承継 発生 収納 取消 不納欠損 残高

承

継

件数 1,351 0 107 20 271 953

金額（百万円） 86 0 10 8 16 52

新

規

件数 0 1,282 779 70 0 433

金額（百万円） 0 83 57 12 0 14

合

計

件数 1,351 1,282 886 90 271 1,386

金額（百万円） 86 83 67 20 16 66

３．実績
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平成２１年９⽉３０⽇

現在

内訳

喪失後受診
返納⾦

損害賠償金 労災返納金
給付金
（重複給付・誤請
求返納）

診療報酬
返還⾦

債権残高

件数 433 412 9 7 2 3

金額（百万円） 14 8 3 1 1 1

※回収見込差引後 ９百万円 （回収見込） （回収見込） （回収見込）
⇒回収見込計 ５百万円



（２）柔道整復施術療養費適正化事業

受療日数や受療部位（受療箇所）の多い申請書については、受療者に対して受療内容
等について、文書照会することにより、適正受療を図ると共に、柔道整復師に対しては、
濃厚治療や不正申請の防止を推進。

実施の流れ

申請内容分析 本人照会 回答確認

申請書返戻

制度周知・牽制

柔整審査委員会
への提言と活性化

・回答用紙（６月～9月、506件）、
回答率69%

・受療日数
・受療部位
・申請金額等による抽出

P9参照

効 果

□回答結果に基づく柔道整復師へ申請書返戻
□数字以上に柔道整復師への牽制効果大
□「加入者」への制度周知
□柔整審査委員会の活性化と近畿厚生局への情報提供

□柔整審査委員会の返戻基準の厳正化を進める（例：濃厚治療に対する日数の削減等）

□グレーゾーンに対する対策と受療者への聞き取り調査実施

今後の課題

近畿厚生局への
情報提供と連携

・照会文書（5月～8月、733件）
P6 参照
・回答用紙 P7 参照
・制度周知チラシ P8 参照

（６月～9月、57件、943千円）
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＊柔道整復師にかかれるのは、打撲、捻挫、挫傷などの外傷性負傷のみ。



本人照会文書
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回答用紙

（表面） （裏面）

具体的な記載様式により、受療内容を明確にし、記載例の説明により回答を促進する。
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制度周知チラシ
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申請内容分析 申請内容をデータ化し、受療日数や受療部位等を分析し、文書照会対象者を抽出。
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整形外科に対しても実施。
1,500点以上の外傷レセプトについて、受診者に受診内容等の文書照会により、
業務上・第三者行為による負傷等の発見や「加入者」へ適正受診を推進。

実施の流れ

レセプト抽出 本人照会 回答確認

業務上

第三者行為

制度周知

・1,500点以上を抽出 ・照会文書（5月～9月1,610件）
・負傷原因届（照会文、回答票）

（３）外傷点検に係る医療費適正化事業

□業務上・第三者行為の判明件数増加、効果率の向上
□数字以上に整形外科への牽制効果大
□「加入者」への制度周知

効 果

今後の課題

□多日数受診者への照会状の強化（システム対応の課題あり）

・負傷原因届・回答票
（6月～9月、1,043件）、
回答率65%

（27件、396千円）

（50件、3,704千円）
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（４）２４時間電話健康相談事業

自分たちの「協会けんぽ」としての印象を高め、加入者から身近に感じられるサービス
の実現を推進する。

相談内容

□健康相談
・病気、育児の不安、けがの応急処置、薬の疑問等、健康に関することは何でも相談可能。
□医療機関情報・介護保険施設等の案内
・医療機関データベースから症状にあったお近くの医療機関や夜間・休日でも受診できる医療
機関をご案内。
□心の相談（セクシュアルハラスメント・パワーハラスメント）

＜携帯用カード＞ ＜パンフレット＞
＜ポスター＞
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□相談件数 （平成２１年８月３日～９月３０日集計）
累計 ５５２件 （１日当たり平均相談件数 ９．４件）

相談実績

0%
2%
4%
6%
8%

10%
12%
14%
16%
18%
20%

19%

3%

9%
11%

13% 14%

19%

8%
4%

相談対象者年齢割合 【８/３～９/３０実施分】

※【時間帯別相談割合】では、日中（９：００～１８：００）の相談が７１％を占め、ご家族（被扶養者）のご利用が多い
と考えられます。
※相談対象者０歳～９歳、６０歳～６９歳に対する相談が３８％を占め、前期高齢者の健康相談や乳幼児の病気・
育児等に関する相談が多い。

2% 0%

6%

28%

21%
22%

16%

5%

時間帯別相談割合 【８/３～９/３０実施分】

(0:00～3:00)

(3:00～6:00)

(6:00～9:00)

(12:00～15:00)

(9:00～12:00)
(18:00～21:00)

(21:00～22:00)

(15:00～18:00)
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（５）奈良支部ホームページの拡充事業

ホームページを核とした情報発信力の強化と、郵送コストの削減を目的に実施。
補完ツールとして、メールマガジンを組み入れた運用を推進する。

おすすめコンテンツ

＜奈良支部ホームページ＞

□２４時間電話健康相談広報
「協会けんぽ奈良支部あんしんダイヤル」

□健康管理支援（簡単セルフカロリーチェック）

□奈良支部メールマガジン

□医療費適正化の広報
（柔道整復師「整骨院・接骨院」のかかり方等

□健康保険証のご使用について

□奈良支部のQ＆A
（奈良支部へのお問合せの多い事項を選択）

□健康相談通信
（協会けんぽ奈良支部あんしんダイヤル等の相談内容）

＜奈良支部独自コンテンツ＞
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